
ツアー登山

ツアー登山の手引き

88 のメリット
１１  ツアー登山って何？
ツアー登山は、登山、トレッキング、ハイキング等、縦走
登山から軽登山まで、旅行会社が企画・実施する登山の
ことです。各種山岳団体や学校、行政などが行う団体登
山は、一見ツアー登山のように見えますが、ツアー登山
とは呼びません。
ツアー登山とは、参加者のどなたもが安心して登山や
自然とのふれあいを楽しむために旅行会社が提供する
旅行商品なのです。

22  山登りって危なくない？
ツアー登山は、参加者の皆様に「安心感」を与える企画
でなければなりません。自然界の山、高原、森林など日
常生活とはかけ離れた場所での活動となります。天気
の判断、登山道での転倒、滑落、あるいは自然環境に及
ぼす影響なども考慮し、最大限の安全に配慮し、企画運
営されます。だから、安心してご参加いただけます。

33  誰でも参加できるの？
旅行会社が提供する旅行なのでどなたでもご参加する
ことが可能ですが、コースによっては、体力、経験など
が必要な場合もあります。また、旅行会社によっては、
ツアー登山の運行上必要な参加基準を設けていること
もあります。

44   プロがコースを設定 
しています

ツアー登山の企画立案段階からプロの目で「安全配慮」
に留意してコースを考えています。コースの事前調査、
コース内容の把握を行うこと。参加するにあたって無
理のない余裕のある行程。コース上の危険個所の把握
とその除去と安全対策の方法。避難コースの想定、緊急
時の連絡体制、レスキューなど危急時の対応策など検
討し皆様が安心して参加できるようにコースを設定し
ています。

55  緊急時対策も万全です
ツアー登山実施各社は、緊急時対応策の徹底および訓
練を行っています。例えば、落石、転落、滑落など事故に
発生する様々な要因は、ほとんどの場合、予測すること
が可能です。緊急時対応について徹底的に研究し、その
訓練を繰り返し行う。救助法、救命法、連絡システムな
ど事故発生時に起こりうる事態に対応する方法に習熟
しています。また同時に、参加者の皆様の安全管理とし
て「転倒しないという自己の責任」を徹底していただく
ようお願いしています。

66   登山ガイドが同行 
するから安心

ツアー登山には、引率者として登山ガイドが同行して
います。ガイドは、登山における十分な知識と経験、技
術を有しコースについての経験と知識を持っていま
す。またグループを率いるリーダーとしての見識と救
急法など危急時にかかわる技術と知識を持ち合わせて
います。

77   初めての方から 
経験者まで

初めての方はもちろん、経験者までツアー登山を楽し
むことができます。ご自身の体力と経験に応じたコー
スをお選びください。

88   多彩な登山を安心して 
楽しめます

ツアー登山は、コース選びがポイントです。自分の力に
見合ったコースにお申込みください。安心してツアー
にご参加いただけます。

（令和元年8月1日作成）

監修：公益社団法人 日本山岳ガイド協会

クライアント 案件 フォルダ app./ver. デザイン DTP新原 初校直し 再校直し 3校直し 4校直し 5校直し

全国旅行業協会
山を歩こう・ツ
アー登山ハンド
ブック

190619_山を歩
こう・ツアー登山
ハンドブック

indd
cs6

作業日 19.06.19 19.06.25 19.07.03 19.07.05 19.07.11 19.07.18
作業者 磯田 磯田 磯田 磯田 磯田 磯田
使用Mac A10 A10 A10 A10 A10 A10

いい旅への近道は、全国5600社のANTA加盟の旅行会社へ

http://www.anta.or.jp/

山を
歩こう

190619_山を歩こう・ツアー登山の手引き.indd   1-4 2019/07/18   19:01



コースの難しさの度合いと
ガイドレシオ（人数比）の概要

難しさの基準について

※「ツアー登山運行ガイドライン」に準拠したガイドレシオ
※カッコ内は、引率者1名に対する参加者の人数比

難易度 コースの難易度の説明 ガイドレシオ

１
＜往復コース＞
１日の歩行時間は３～４時
間程度の易しい登山道。

参加者
20人～25人
（最大30人）
引率者
２名以上
（１：10～１：12　最大１：15）

２
＜往復、周回、縦走コース＞
１日の歩行時間は５～６時
間程度。

参加者
20人～25人
引率者
２名～３名以上
（１：7～１：12）

３
＜往復、周回、縦走コース＞
１日の歩行時間は６～７時
間程度。クサリ場やハシゴ
があるような登山道。

参加者
18人～22人
引率者
２名～３名以上
（１：6～１：11）

４
＜往復、周回、縦走コース＞
１日の歩行時間は６～８時
間程度。緩急が大きく、険し
い登山道。

参加者
15人～20人
引率者
２名～３名以上
（１：5～１：10）

５
＜往復、周回、縦走コース＞
１日の歩行時間は６～８時
間程度。難しい登山道。

参加者
15人～20人
引率者
３名～４名以上
（１：4～１：6）

初心者
おもに山登り初体験または、年に１、２度しか
出かけない方、歩行時間３～４時間程度のツ
アー内容。

経験者
ツアー登山経験が複数回あり、年に５回以上出
かけられる方、歩行時間は、４～６時間程度、標
高差800ｍ程度のツアー内容。

初級者 上記同様に初体験、年に１、２度しか出かけな
い方や歩行時間３～４時間程度のツアー内容。

中級者 上記の経験者を標準とした表現として表記さ
れることが多い。

上級者
歩行時間６～８時間以上、標高差1000ｍ以
上、毎月ツアー登山に参加されるような方を対
象とした表現法。会社によっては、このタイプ
のツアーは実施していないところもあります。

頂上に立つだけが楽しみじゃない

自然に親しむ、ふれあうことを求めてツアー登山に参加する

のも楽しいです。ガイドの話を聞きながら、普段知ることの

ない自然を感じることができます。頂上を求めるのではな

く、山麓を歩いたり、里山の歴史に触れたりするツアーも人

気です。

ガイドさんがいるから楽しくなる

登山ガイドが同行するツアーは、安心です。そして山、自然に

ついての様々なお話を聞かせてくれるので楽しくなります。

それがツアー登山の醍醐味といえます。

初めての方との出会いも素敵だ

ツアー登山には様々な方が参加します。お友達になったり、

次の山登りへの刺激になったり、素敵な出会いがあります。

百名山登頂も夢ではない

多くの方が抱く「日本百名山登頂」の夢も、ツアー登山ならで

はの企画で、実現が手に届く範囲にあります。個人ではなか

なか出かけることのできない山も可能になります。

１︱体力にあったコース選び
初級コースで必要とされる体力は、５～７kg程度の荷

物を背負い、３～４時間程度歩ける体力です。

山登りでは、長時間の上り下りがあり、それに対応する

トレーニングが必要となります。まず、筋力トレーニン

グとして、スクワット運動10回を３セット、体が慣れて

きたら15回を５セット。これを週３回程度こなしてみ

ましょう。比較的手軽なトレーニングから始めることに

よって、長続きする体力作りが可能となります。

２︱持っていく用具はどんなもの
歩くために靴が重要です。ハイキングシューズ、くるぶ

しの上まであるハイカットの靴が足を安定させるため、

履きやすく歩きやすいです。リュックサックは、大きめ

が良く、家を出かけるときパンパンに入っていると、行

動中の出し入れがしにくく、また脱いだ衣類も入れづ

らくなります。水分補給のための水筒、ペットボトルで

もかまいません。レインウェアは、上着とズボンがセパ

レートになっている透湿防水性の素材が最良です。そし

てお弁当も重要です。

３︱参加にあたっての基準は？
ツアー登山実施各社では、それぞれ参加基準を設けてい

ます。おもに初めての方向けの企画、経験者向けの企画

などです。基準は、各社様々ですので、参加したいツアー

の担当者に話を聞いてみてください。その際、ご自身が

最近（１～２年の内に）登った山、何時間程度なら歩ける

などの情報を担当者にお話しされたほうが、よりぴった

りのツアーに出会うことができるでしょう。

ツアー登山実施会社によって多少の表現の違いがあります。
しかし、概ね同じと取られてよいでしょう。

■表現方法
用語の使い方は、初心者、初級者、中級だったりまた☆印だっ
たりします。パンフレット記載の説明をよく読みましょう。

１  体力にあったコース選び
まずは、自分の体力にあったコースを選びましょう。基準は、
歩行時間が何時間くらいか。標高差はどれくらいあるかなど
です。

2  初心者でも参加できるコースかどうか
初心者なら、歩行時間３時間程度、標高差400ｍ未満程度の
コースから始めるのが良いでしょう。

3  経験に見合ったコースですか
参加するコースが岩場の多いコースだったり、上り下りの多
い山道、残雪などがあるコースは、ある程度の山歩き経験が
必要です。

4  必要な装備を持っていますか
ツアー登山には、個人で持参する登山用具が必要です。例え
ば、ハイキングシューズ、登山靴、雨具、ヘッドランプ、リュッ
クサックなどです。どんな装備が必要か説明の行き届いたツ
アーを選びましょう。

5  コースの特徴を知ろう
参加するコースの特徴を事前に知っておきましょう。登山口
はどんなところか、上り道は急か、開けているコースか、樹林
の中を歩くのか、尾根筋を歩くのか。なにより、自分にとって
歩けるコースであるかどうかです。

6  参加者の最大人数を知ろう
コースごとに定められている最少催行人員、募集人数を知っ
ておきましょう。募集人数の多いツアーは、ツアー登山の楽
しみを半減してしまうことがあります。また、多い人数では、
同一行動を取る登山の場合、非常に時間がかかり、危険な状
態を招く場合もあります。次のポイントの参加人数比と併せ
てご確認ください。

7  同行ガイドと参加者の人数比を知ろう
ツアー登山は「ツアー登山運行ガイドライン」によってガイ
ドレシオが定められています。ガイドレシオとは、安全管理、
自然環境の保全、第三者への配慮の原則を遵守するために決
められたツアー登山実施時のガイドと参加者の人数比です。
ガイド１名あたりの参加者の標準参加人数が明示されてい
ることは、安全管理上、重要なポイントです。
自然環境保全は、自然に対する畏敬の念を持ち、過大な参加
者を招き入れず、自然への圧力を最小限にとどめ（ローイン
パクト）、良好な状態を保つ必要があります。
第三者への配慮は、ほかの登山者等へ迷惑にならぬよう心が
けているか、場所の独占を慎み、譲り合いの精神で礼節を守
り、行動中の混雑の回避等の配慮に努めるようにしているか
がポイントです。

8  担当者の説明をよく聞こう
わからないことは、担当者に聞いてみましょう。テキパキと
答えてくれる場合は、よきツアー登山を行っています。また、
ツアー登山は、よく言われるように何でもかんでも取り込ん
でしまうことはありません。やはり、円滑な進行のため、適正
な参加者に来ていただけるように配慮しています。

ツアー登山の楽しみ方ツアー登山選びのポイント ツアー登山に参加するためには
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